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○概要
現在、アンカー長の出来形管理は、施工時の品質管理表の記入と写真撮影によって実施されている。し
かし、施工中および施工後にアンカー長を検査できる技術が開発されれば、品質管理の効率化と信頼性の
向上が期待でき、アンカーの維持管理を行ううえでも有効な技術になると判断された。本論文は、これら
のニーズに対応すべく開発したロックボルト長さ計測専用器およびグラウンドアンカー削孔長管理装置に
ついて紹介するものである。

○技術ポイント
①ロックボルト・グラウンドアンカーの施工実態を考慮した長さ計測技術の提案
グラウンドアンカーおよびロックボルトの施工の実態を踏まえ、多様な非破壊調査技術から工事検査に

有効な技術を選定した。
②ロックボルト長さ計測専用器の開発
ロックボルトの長さ計測については、既往の装置（超音波探傷器）の計測限界を明らかにし、これを延長

する改良を行った。
③グラウンドアンカー施工における新しい削孔長管理手法の提案
グラウンドアンカーの工事検査について施工時に利用する削孔長管理装置を開発した。なお、装置の開

発にはRF-ID技術を適用している。
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ロックボルト計測専用器 削孔長管理装置

ロックボルト計測専用器と従来器の計測限界等の比較
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